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研究成果の概要（和文）：当研究ではアジアの資源ナショナリズムにおける近年の傾向について調査を行った。“資源
ナショナリズム”はここ数年で契約の取消、税率・特許権使用料の要件改定、国営化にまで及ぶ鉱業への政府参加拡張
など様々な形態をとってきた。調査ではモンゴルの事例から、地域天然資源を巡り新興国中国・インドとの競争が増す
日本の近代的資源ナショナリズムの経済・政治的派生効果を探り出した。また資源ナショナリズムの高まりによる政治
的・経済的派生効果のさらなる理解のため、Campbell (2004, 2009)とSzablowski (2007)が展開した国際政治経済学的
要素と規制法を融合した新たな枠組みから調査を展開した。

研究成果の概要（英文）：The research "Japan's Resource Dependency & the Rise of Resource Nationalism in 
Asia" investigated the recent wave of resource nationalism in Asia. "Resource nationalism" has taken many 
forms in recent years, mainly revoking contracts, revising tax rates and royalties requirements, 
increasing state participation shares and at time, even nationalising mines.
Building on the case of Mongolia, the research has teased out the economic and political ramifications of 
such turn towards contemporary forms of resource nationalism for Japan, a country which has been 
increasingly competing with rising China and India for the region's mineral resources.
In order to better understand the political and economic ramification of the rise of resource 
nationalism, the research builds on a novel framework developed by Campbell (2004, 2009) and Szablowski 
(2007) which merges International Political Economy elements with Regulatory Law.
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１． 研究開始当初の背景 
 
過去約 15 年間において、アジアの大半の資
源産出国では、世界銀行グループ主導による
鉱業体制の改革が行われてきた。インドネシ
ア、ラオス、モンゴルとフィリピンのような
国 々 の鉱業 政 策にお け る新自 由 主 義
(neoliberalisation)は、潜在的投資家のた
めに法的・財政利益の拡大を行い、直接投資
の誘致のための調整・適合を行ってきた。 
しかし近年、そのような鉱業体制において、
資源産出国による契約の取消や、税率・特許
権使用料における要件の改定、国営化にまで
及ぶ鉱業プロジェクトへの政府参加拡張な
ど、ドラスティックな改定が頻発する様にな
った。 
この様に近年発生するアジアの資源産出国
において多様な面を見せる資源ナショナリ
ズムによって、資源依存国である日本へどの
様な影響がおよびどの様な課題があるのか、
モンゴルにおける資源ナショナリズムの実
態と多元的側面から発生するその影響力に
ついて調査を行い、考察を行うこととした。 
 
２． 研究の目的 
 
本研究では、モンゴルの事例からアジアにお
ける「資源ナショナリズム」の近年の傾向の
性質とその潜在的社会環境からなる派生効
果を以下の方法により解明することを目的
とした。 
 
(1)近年の鉱業改革における歴史的・政治的
基盤の解明 
 
(2)ケーススタディ及び国際政治経済学理論
の洞察の構築、アジア資源ナショナリズムの
高揚の特異性を理解するための枠組み確立
における共通性の引き出し 
 
(3)各地域の資源ナショナリズムの急激な高
まりによる資源依存国日本への影響力の分
析 
 
３． 研究の方法 
 
調査では研究期間である2年間を通じて方法
論による研究分析を行ってきた。具体的には
以下の3部分における調査を中心的に計画し、
研究の目的に挙げた項目の調査分析を進め
た。 
 
(1)モンゴルにおける国内フィールドワーク 
 
(2)二次データの分析 
 
(3)鉱業分野における幅広い専門家への半構
造的インタビューの実施 
 
４． 研究成果 

 
(1)モンゴルでの調査事例から、鉱業方針に
おける転換は鉱業国における幅広い歴史的
変換を多元的側面から理解する必要がある
という結論を導き出すことが出来た。 
他のアジアの資源産出国の様に、モンゴルは
過去 15 年間において大規模な外部主導によ
る鉱業投資誘致のため鉱業制度の改革を行
ってきた。 
しかしその制限の無い自由化制度により、経
済成長を貧困の削減につなげることが出来
ず、ドラスティックな社会環境結果を招くこ
ととなった。 
その様な背景から、モンゴルおよびアジアに
おける資源ナショナリズム政策の高まりは、
多元的側面から政治的反応を再考する必要
があるということが確認できた。 
 
(2)また調査結果から、抽出産業における規
範の多元化と、鉱業改革の合法性に関する重
要な問題が提議される多くの資源産出国で
近年起きている各地域の社会政治的影響と
の二分化について更なる調査の必要性が示
唆された。 
各地域における政治的空間からかけ離れた
場所で、これら規範は鉱業活動における長期
的持続可能性を脅かす懸念があり、今後は資
源依存国である日本にとっても重要な課題
として提議されることが予測される。 
 
(3)研究成果については主に学術コミュニテ
ィ及びその他国外における幅広い関係者コ
ミュニティに向けて発信を行った。 
研究期間中には学術的成果として Palgrave 
McMillan にて自身の書籍を刊行し、また別書
籍において章の執筆を行った。また 4つの国
際学術カンファレンスにて査読論文の研究
発表を行い、また専門ワークショップにて 4
回にわたり研究発表を行った。 
成果は上記を通じて国際機関や、社会的市民
組織そして現地コミュニティなどの関係者
を中心に更に広めることができた。 
 
(4)また当研究調査により得られた成果およ
びそこから提議された新たな課題について、 
国際的連携研究となる、新たな研究課題
(2015 年度採択科研費若手研究(A) 15H05388
同准教授代表分) ‘Beyond Corporate Social 
Responsibility: Social License to Operate, 
Innovative Partnerships and the Copper 
Industry’（企業の社会的責任を越えて：ソ
ーシャルライセンス、革新的パートナーシッ
プと銅産業）にて「ソーシャルライセンス
（Social License to Operate）」の概念の広
がりを分析し、日本が資源の輸入を依存して
いるチリ、インドネシア、ペルー、モンゴル
を対象にしたケーススタディを用いた調査
から、抽出産業および資源依存国である日本
への鉱業関係者への影響力を研究する。 
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